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①実施している英語資格・検定試験の概要
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550万人
ケンブリッジ
作問の試験を
受ける年間受
験者人数

50,000校を超
える学校がケ
ンブリッジ英
語検定を活用

25,000機関以
上が世界中で
ケンブリッジ
の試験を
認定、活用

130ヶ国で
ケンブリッジ
の資格、検定
試験を実施

ケンブリッジの試験

スコア160
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ケンブリッジ英語検定

ケンブリッジ英語検定は、英語運用能力の低い順から「A2 

Key：キー」、「B1 Preliminary：プレリミナリー」、「B2 

First：ファースト」、「C1 Advanced：アドバンスト」、
「C2 Proficiency：プロフィシエンシー」の5つのレベルを網羅
するレベル別試験です。
「A2 Key」はもともと日本の高校生を対象に作成された試験で
あるなど、日本の学習指導要領とも高い親和性が見られますが、
2009年以降、「A2 Key」、「B1 Preliminary」、「B2 First」に
中高生対象の「for Schools（フォー・スクールズ）」*シリーズ
が加わり計8種類となり、さらに効果的な学校教育との連携も可
能になっています。資格は生涯有効です。

テストの種類

• JP181（倶知安町）
• JP004（長野、松本、名古屋）
• JP026（札幌、仙台、千駄ヶ谷、麹町、新宿、池袋、立川、町田、横浜、大宮、柏、津田沼、水戸

名駅、千種、岐阜、浜松、豊橋、刈谷、岡崎、豊田、四日市、津、大阪、上本町、天王寺、京都
神戸三宮、広島、岡山、福岡、北九州）

• JP040（東京 千駄ヶ谷）
• JP113（仙台、高崎、水道橋）
• JP065（神戸）
• JP176（大阪、神戸市外大、岡山）

2021年 公開試験
44会場で開催予定
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ケンブリッジ英語検定4技能CBT リンガスキル

迅速かつ正確に判定される英語オンラインテスト。リーディン
グ&リスニング（L&R）はコンピューター適応型（CAT）、ライ
ティングやスピーキングはケンブリッジ英語検定をベースに育
成したAIが判定。技能別（モジュール別）でも、4技能一括でも
受験可能。自宅でも試験を受けることができ、新型コロナウィ
ルスの影響により延期や中止を余儀なくされている受験環境に
左右されることがありません。
テストは、言語能力を評価する国際基準であるヨーロッパ言語
共通参照枠（CEFR）に準拠しています。

CAT、AIが自動採点するオンラインテスト

テストの難度は直前の問題の正誤により変化

リーディング&リスニング（L&R)モジュール
コンピューター適応型テスト（CAT：Computer Adaptive Test）

結果は終了後即時判定

リンガスキル：公開会場や自校開催に加え、

遠隔試験監督システム導入により自宅受験可能

*結果は48時間以内（ただし英国2営
業日以内）に試験センターに報告。
AIおよび採点官によって評価される
ハイブリッド採点。

遠隔試験監督システムの導入

いつでも、どこでも受験可能に
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②現在取り組んでいること
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高校会場の拡充
 A2 KeyおよびB1 Preliminary for Schoolsは希望する日に試験実施できる「フレックス試験日」へ
 自校開催は増加傾向。教員に負担をかけない試験運営

民間英語資格・検定試験の活用の在り方
大学入試のあり方に関する検討会議（第11回）2020年7月資料より再掲

オンライン受検システムの整備
 オンラインテストのLinguaskill（リンガスキル）、遠隔試験監督システムの活用

障害のある受験者への合理的配慮の推進

 「受検上の配慮」に関する情報
https://www.cambridgeenglish.org/jp/help/special-requirements/

成績提供の利便性の向上
 オンライン成績確認サービス（RVS）受験者がオンラインでケンブリッジ英語検定の結果を大学へ提出できる無料のサービス

 ：約1か月後に受験者がオンラインで結果閲覧可。
：最速48時間以内に4技能試験結果が試験センターに対し提供可

https://www.cambridgeenglish.org/Images/553926-linguaskill-special-arrangements-booklet.pdf

関連サイト https://www.cambridgeenglish.org/jp/cmp/verifiers/
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利益相反等に関する問題への対応のあり方、第三者
評価のあり方
大学入試のあり方に関する検討会議（第11回）2020年7⽉資料（再掲）

第三者評価による評価結果の概要

１）品質管理システムの国際規格であるISO9001の認証の
取得を達成
２）Ofqual（イングランド政府の教育・資格の質評価に関
する監督機関）による監査結果に問題なし（あれば試験実
施ができない）
３）ALTEの監査でケンブリッジ英語検定全てについて、
ALTEの基準をクリアしている品質を保証する「Q マーク」
が付与されている。最近の監査は2018年に行われ全てクリ
ア、Qマーク付与。次回は2023年。
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大学入試のあり方に関する検討会議（第11回）2020年7⽉資料（再掲）

リスニングが難しかった。

早くて音声がつながってい

るように感じた。

スピーキングが難しい。

もっと勉強が必要。

スピーキングで頭の中では分

かっているつもりでもCBTで

とっさに話ができなかった。

いい経験だった。

この試験のスピーキングは他

のテストと違って自分の考え

を話すことも必要なので思考

力が測られていると思った。

受検者19名（希望者）／男9・女10／1年生5名、2年生14名

調査研究の実施

試験センター（JP026）2018年資料より引用
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国際調査 PISA外国語調査(FLA)2025

PISA外国語調査(FLA)2025の提供するもの
What PISA FLA for 2025 will deliver?

関連サイトより引用： https://www.oecd.org/pisa/foreign-language/

「語学学習の世界的潮流～CEFRを通じた言語能力の共通化～」
Global Trends in language learning – The standardization of language skills through CEFR

New Education Expo 2021 (2021年6月）ケンブリッジ大学英語検定機構発表資料より引用

調査研究の実施 OECDとのパートナーシップ
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Thank you
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